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納
期
限
と 

口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

８
月
31
日
は
、

①�

固
定
資
産
税
（
２
期
）

②�

市
県
民
税
（
２
期
）

③�

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

④�

介
護
保
険
料
（
３
期
）

⑤�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
（
２
期
）

⑥�
保
育
料
（
８
月
分
）

の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
～
⑤
税
務

課
☎
内
線
２
１
５
・
２
１
６
、

⑥
福
祉
事
務
所
子
ど
も
政
策
係�

☎
72

－

０
３
３
３（
内
線
５
０
７
）

ご
み
の
直
接
搬
入
・
収
集
日
・ 

収
集
時
間
に
つ
い
て

　

串
間
市
旧
じ
ん
芥
処
理
場
で
は

家
庭
系
ご
み
の
直
接
受
け
入
れ
を

し
て
お
り
、
対
象
品
目
は
「
指
定

袋
に
入
れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
」「
資

源
ご
み
」の
み
で
す
。毎
月
第
２
・

第
４
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11

時
半
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
に
受

け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
資
源
保

管
庫
に
出
さ
れ
る
ご
み
の
収
集
時

間
は
、
地
区
ご
と
で
異
な
り
ま
す

が
、
収
集
日
の
朝
８
時
半
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
の
４
月
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始

ま
り
ま
す
が
、
本
格
的
に
始
ま
る

ま
で
、
モ
デ
ル
地
区
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
は
市
職

員
が
収
集
し
ま
す
。
祝
日
な
ど
で

市
役
所
が
休
み
の
時
に
は
収
集
い

た
し
ま
せ
ん
。
収
集
し
な
い
日
や

収
集
時
間
を
過
ぎ
て
出
さ
れ
た
場

合
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
収

集
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
４

お
子
さ
ん
の
歯
の
治
療
は 

お
済
み
で
す
か
？

　

串
間
市
で
は
平
成
28
年
６
月
診

療
分
よ
り
小
中
学
生
の
通
院
助
成

が
始
ま
り
ま
し
た
（
保
険
診
療
外

は
除
く
）。
む
し
歯
の
あ
っ
た
お

子
さ
ん
は
夏
休
み
を
利
用
し
て
治

療
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

　

県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、

一
度
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
番
窓

口
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

払
い
戻
し
に
な
り
ま
す
（
受
診
し

た
月
か
ら
１
年
以
内
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
払
い

戻
し
で
き
ま
せ
ん
）。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所�

こ
ど
も
政
策
係
☎
72

－

０
３
３�

３
（
内
線
５
２
７
）

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
に 

関
す
る
意
見
募
集
に
つ
い
て

　

串
間
市
は
、「
中
心
市
街
地
ま

ち
づ
く
り
実
施
計
画
（
素
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
串
間
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
要
綱

に
基
づ
き
、
こ
の
実
施
計
画
（
素

案
）
に
対
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●�

内
容

　

こ
の
串
間
市
中
心
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
実
施
計
画
（
素
案
）
は
、

平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
串
間
市
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
」
に
示
す
中
心
市
街

地
の
将
来
像
、
お
よ
び
基
本
目
標

を
達
成
す
る
た
め
、「
出
会
い
・

交
流
ゾ
ー
ン
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
道

の
駅
」
の
実
施
計
画
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

基
本
計
画
で
は
、「
ま
ち
ぐ
る

み
で
育
て
る
、
ま
ち
な
か
の
道
の

駅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
中
心
市
街

地
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
串
間

市
の
情
報
発
信
や
市
内
観
光
地
へ

の
誘
導
を
行
う
と
と
も
に
、
市
内

各
地
域
と
中
心
市
街
地
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
市
内
全
域

へ
に
ぎ
わ
い
が
広
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
機
能
が
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
か
、
そ

れ
ら
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
今
後
必

要
な
の
か
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
計
画
（
素
案
）
は
、
串
間

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各
支
所
・
東

九
州
道
・
中
心
市
街
地
対
策
課
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

●�

意
見
募
集
期
間
＝
平
成
28
年
８

月
31
日
（
水
）
ま
で

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
東
九
州
道
・

中
心
市
街
地
対
策
課
☎
内
線
４�

３�

８
・
４
３
９

平
成
28
年
社
会
生
活 

基
本
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

総
務
省
統
計
局
（
宮
崎
県
）
で

は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。�

　

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
生
活
時

間
や
過
去
１
年
間
の
活
動
の
状
況

な
ど
社
会
生
活
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推

進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共

お
知
ら
せ
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すくすく
のびのび

（平成26年２月６日生）
谷
たに

口
ぐち

 大
や ま と

和くん

休日在宅医
  月　 日 医 療 機 関 診　療　科 電　話
9月 4日 にいな内科・循環器科 内・循・呼 71-1711

9月11日 岡村クリニック 整形外科 72-7710

9月18日 吾社クリニック 内科 71-3411

9月19日 ゆうゆうの森クリニック 内科 55-9111

9月22日 県南病院 神・精・内科 72-0224

9月25日 みつとめ眼科 眼科 72-7000

日曜給油店
  月 　日 給 油 店 名
9月 4日 谷口本町店・井手産商串間店・井手都井店

9月11日 坂元串間店・井上大束店・井手都井店

9月18日 酒井串間店・井上仲町店・津曲北方店・井手都井店

9月25日 片平本町店・三脇西小路店・井手産商串間店・井手都井店

同
参
画
社
会
の
形
成
な
ど
、
各
種

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象

と
な
り
ま
し
た
場
合
は
、
９
月
以

降
、
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
に

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
総
合

政
策
部
統
計
調
査
課
☎
０
９
８�

５

－

26

－

７
０
４
２

し
あ
わ
せ
の
島『
幸
島
サ
ル
』 

パ
ネ
ル
展
を
開
催
中
で
す

　

サ
ル
年
の
今
年
、
串
間
市
は
京

都
大
学
と
共
催
で
、「
サ
ル
研
究

発
祥
の
地
」
幸
島
の
歴
史
と
、
最

新
の
研
究
成
果
を
ご
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
幸
島
へ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
！
入
場
無
料
で
す
。

●�

開
催
期
間
＝
８
月
８
日
（
月
）

～
８
月
31
日
（
水
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

※�

台
風
な
ど
荒
天
時
に
は
臨
時
休

館
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●�

会
場
＝
幸
島
自
然
苑
（
串
間
市�

大
字
市
木
１
５
０
：
国
道
４�

４�

８
号
沿
い
・
タ
ギ
リ
ホ
テ
ル
隣

り
）

※�

お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
お
手

数
で
す
が
幸
島
前
の
市
木
漁
港

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
観
光
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課
☎
内
線

２
６
９

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

集
荷
実
施
の
お
知
ら
せ

●�

対
象
地
域
＝
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
市

木
地
区
管
内

●�

日
時
＝
８
月
23
日
（
火
）
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～

４
時

●�

集
積
場
所
＝
市
木
農
業
倉
庫
前

●�

費
用
＝
27
円
／
㎏
（
税
込
）。

当
日
現
金
で
徴
収
し
ま
す
。

※�

デ
ポ
ジ
ッ
ト
参
加
農
家
に
つ
い

て
は
、
出
荷
券
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
（
Ｊ
Ａ
購
入
者
、
た

ば
こ
耕
作
者
の
出
荷
券
に
つ
い

て
は
各
事
業
所
に
て
管
理
）。

●�

排
出
方
法
＝
乾
燥
さ
せ
、
異
物

を
除
き
、
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ポ
リ
マ
ル
チ
、
ポ
リ
ダ
ク
ト
、

タ
イ
ベ
ッ
ク
類
は
３
ヶ
所
結
束
。

・�

農
薬
ポ
リ
容
器
は
水
洗
い
し
、

フ
タ
を
外
す
。
ラ
ベ
ル
を
剥
が

し
透
明
の
ご
み
袋
に
入
れ
る
。

・�

堆
肥
・
肥
料
袋
は
丸
め
て
透
明

の
ご
み
袋
に
入
れ
る
。

・�

育
苗
箱
は
10
枚
一
組
で
縛
る
。

●�

注
意
事
項

・�

雨
天
時
は
、
濡
れ
な
い
よ
う
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
混
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
検
査
立
会
い
を
し
ま
す
。

・
規
定
外
の
持
込
は
返
品
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
は
ま
ゆ
う
地

区
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務

局
☎
23

－

５
０
９
４

「
第
２
回
認
知
症
の
人
と 

暮
ら
す
家
族
の
集
い
」
を 

開
催
し
ま
す

　

認
知
症
の
方
の
介
護
で
困
っ
て

い
る
こ
と
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、

経
験
し
た
方
同
士
で
お
話
し
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

●�
日
時
＝
８
月
31
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
半

●�

場
所
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
Ｗウ

イ

ン

グ

ｉ
ｎ
ｇ
（
串
間
市
大
字
西

方
５
６
０
２
番
地
）

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
電
話
に
て
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療�

介
護
課
介
護
保
険
係
☎
72

－

０�

３
３
３
（
内
線
５
１
０
・
５�

１�

１
・
５
１
４
）

＊ 休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくは
テレフォンサービス（☎ 23-9999）にて必ずご確認ください。

ボ
ー
ト
免
許
講
習
会

●�

日
時
＝
８
月
21
日
（
日
）
午
前

10
時
～
（
午
前
９
時
～
受
付
）

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

料
金
（
送
料
、
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
＝
９
，
０
０
０
円

・�

失
効
講
習
＝
１�

５
，
０
０
０
円

●�

そ
の
他
＝
毎
月
５
日
、
午
後
１

時
か
ら
日
南
市
油
津
・
高
等
水

産
研
修
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
岡
海
事
事
務
所

　

☎
０
１
２
０

－

76

－

５
５
５
４

防
災
士
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

研
修
会
を
実
施
し
ま
す

　

防
災
士
取
得
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
と
し
て
、
地
域
や
職
場

で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
訓
練
）
の

指
導
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
る
た
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
９
月
25
日
（
日
）

　

�

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
午
前

９
時
半
受
付
）

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
防
災

士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
は
串
間

支
部
へ
、
非
会
員
は
危
機
管
理

課（
☎
内
線
３
４
４
）へ
９
月
16

日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
教
室 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

10
月
９
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
使
用
す

る
廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
を
今
年
も
手

作
り
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
災
害

用
や
エ
コ
ラ
イ
フ
の
た
め
に
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

ご
自
宅
の
廃
油
の
持
ち
込
み
も

で
き
ま
す
。

●�

日
時
＝
９
月
３
日
、
10
日
、
17

日
、
24
日
の
土
曜
日

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

●�

場
所
＝
中
央
公
民
館
調
理
室

●�

参
加
費
＝
無
料（
持
ち
帰
り
可
）

●�

申
込
＝
要
予
約

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
く
し
ま
実

行
委
員
会
事
務
局
河
野
幸
子

さ
ん
☎
０
９
０

－

１
１
９
９

－
５
４
９
６

農
作
業
従
事
者
募
集

　

Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
農
作
業
従
事
者

無
料
職
業
紹
介
所
は
農
作
業
従
事

者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
）
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
制
に

よ
り
農
家
の
求
人
希
望
の
中
か
ら
、

ご
希
望
の
作
業
内
容
に
あ
っ
た
仕

事
を
紹
介
、
斡
旋
い
た
し
ま
す
。

　

主
な
作
業
内
容
は
日
南
市
・
串

間
市
内
の
ハ
ウ
ス
内
（
野
菜
・
花

き
等
）
の
育
苗
、
栽
培
管
理
、
収

穫
や
露
地
み
か
ん
な
ど
の
収
穫
作

業
な
ど
で
す
。
男
女
、
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。
健
康
で
意
欲
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ

う
農
作
業
従
事
者
無
料
職
業
紹

介
所
☎
23

－
５
１
５
５

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で 

健
康
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か

　

串
間
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
は
、
疾
病
予
防
と
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
毎
月
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
食

事
栄
養
講
座
を
実
施
し
、
そ
の
後

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
９
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
集
合
（
申
込
不
要
で
す
）

※�

雨
天
時
は
屋
内
で
行
い
ま
す
。

●�

集
合
場
所
＝
中
央
公
民
館

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
72

－

１
２
９
１

結
婚
50
周
年
を
記
念
写
真
で 

お
祝
い
し
ま
せ
ん
か

　

今
年
度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ま
、
ド
レ
ス
を
着
て
記
念
写

真
撮
影
を
し
ま
せ
ん
か
？
結
婚
50

周
年
の
お
祝
い
の
ひ
と
時
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
お
手
伝
い
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
10
月
29
日
（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
２
時

●�

場
所
＝
い
こ
い
の
里

●�

内
容
＝
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
・
記
念

写
真
・
食
事
会

●�

対
象
＝
今
年
度
に
金
婚
式
を
迎

え
ら
れ
る
夫
婦
、
一
人
で
も
可

●�

参
加
料
＝
１
人
２
，
０
０
０
円

●�

定
員
＝
先
着
10
組
限
定　

※�

９
月
30
日
締
め
切
り

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ハ
ッ
ピ
ー
串�

間
つ
な
が
り
隊
鎌
田
芳
德
さ
ん

☎
０
９
０

－

９
５
７
６

－

５�

１�

０�

４

　

串
間
市
議
会
だ
よ
り
№
13
に
お

い
て
、
８
ペ
ー
ジ
中
の
Ｑ
・
Ａ
の

表
記
の
一
部
に
お
い
て
、
Ａ
答
弁

と
続
く
べ
き
を
、
Ｑ
答
弁
と
誤
っ

て
表
記
し
て
お
り
ま
し
た
。
謹
ん

で
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
だ
よ
り

は
訂
正
し
た
も
の
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

①�

人
権
相
談
＝
９
月
12
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
・
大
束

支
所

②�

年
金
相
談
＝
９
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
・
市
役

所
３
階
大
会
議
室

※�

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
予

約
（
１
カ
月
前
か
ら
可
）
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

予
約
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
15
分

持
参
す
る
も
の

　

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
の

電
話
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど

◇�

委
任
状
（
本
人
以
外
の
方
が
代

理
相
談
す
る
場
合
）

※�

委
任
状
は
便
せ
ん
な
ど
に
❶
代

理
人
の
氏
名
・
住
所
・
本
人
と

の
関
係
❷
依
頼
す
る
方（
本
人
）

の
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
❸
依
頼
内
容
を

記
入
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
場
合
、
代
理
の
方
の
身
分

（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

委
任
状
は
市
民
生
活
課
年
金
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他

※�

請
求
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
総
務
課
総
務
係

　

☎
内
線
３
１
４
・
３
１
９

②
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

No.1013  2016.8お知らせ版

とにかく元気活発な大
やまと
和。

パパが建設関係の仕事に就
いているので、工事現場に
あるダンプやユンボのよう
な車が大好きです。寝つき
が悪いときは大変ですが、
言葉を覚えるのが早くて、
おしゃべりできるのが楽し
いです。人に優しくたくま
しい子に育ってほしいです。

無
料
相
談

お
詫
び
と
訂
正

谷
たに

口
ぐち

竜
りゅう

王
おう

さん・友
ゆ

美
み

さんの長男
（福島地区・泉町）

募
　
集



5  Kushima City Public Relations, 2016.8, Japan 広報 　　　　  4

夏
の
地
域
安
全
運
動
実
施
中

　

８
月
１
日（
月
）か
ら
８
月
31

日（
水
）ま
で
の
間
、
夏
の
地
域

安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
運
動
の
重
点

①
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

②�

子
ど
も
や
女
性
の
犯
罪
被
害

防
止

③�

自
転
車
や
車
、
住
宅
な
ど
の

「
鍵
か
け
」
運
動
の
推
進

④�

夏
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行

防
止

飲
酒
運
転
の
根
絶

●
二
日
酔
い
運
転
も
違
反
で
す

　

例
年
、
盆
時
期
に
は
飲
酒
運

転
違
反
に
よ
る
交
通
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、

未
明
ま
で
飲
酒
し
て
車
内
で
仮

眠
し
た
後
、
二
日
酔
い
状
態
で

運
転
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

飲
酒
場
所
へ
は
、
決
し
て
車

を
運
転
し
て
行
か
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
飲
酒
運
転

を
す
る
と
多
額
の
罰
金
だ
け
で

な
く
、
免
許
停
止
ま
た
は
取
消

の
処
分
が
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を 

心
掛
け
ま
し
ょ
う

○�

家
具
の
置
き
方
は
工
夫
し
て

い
ま
す
か
？

　

家
具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い

よ
う
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

○�

食
料
・
飲
料
等
の
備
蓄
は
十

分
で
す
か
？

　

非
常
食
は
最
低
３
日
分
備
蓄

し
ま
し
ょ
う
。

○�

非
常
用
持
出
バ
ッ
グ
の
準
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
？　
　

　

迅
速
に
避
難
す
る
た
め
、
事

前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

常
用
薬
を
忘
れ
ず
に
。

○�

家
族
同
士
の
安
否
確
認
方
法

は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

　

日
頃
か
ら
安
否
確
認
方
法
や

集
合
場
所
を
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○�

避
難
場
所
・
経
路
を
確
認
し

て
い
ま
す
か
？

　

事
前
に
防
災
マ
ッ
プ
・
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

環
境

地
い の ち

球の
メッセージ

ふるさとの水辺を守ろう！
　家庭から排出される汚水や生活排水
はすべて川とつながっていることをご
存知ですか？もし、油などをそのまま
流してしまうと河川に排出され、水質
汚濁などの環境汚染につながります。
　そこで活躍するのが合併処理浄化槽
です。合併処理浄化槽は、トイレの汚
水だけでなく、台所、お風呂の生活雑
排水も一緒に処理する浄化槽のことで

す。くみ取り式便所または単独処理浄
化槽から合併処理浄化槽への転換には
事業費の一部を補助する制度がありま
す。
　串間市は「水辺環境保全都市宣言」
を行っています。美しいふるさとの水
辺を守り、市民共通の財産として、子々
孫々に伝えていきましょう。
● 問い合わせ先
　市民生活課生活環境係☎内線２５３

警
察
署
だ
よ
り

健
康

男
子
厨
房
に
入
ら
ず
？

　
こ
の
由
来
は
中
国
の
「
君
子
、

厨
房
を
遠
ざ
く
る
也
」
と
い
う
言

葉
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
君

主
が
厨
房
で
家
畜
が
殺
さ
れ
る
の

を
、
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
食

べ
る
の
に
忍
び
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
で
は

国
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
君
主
た
る
も
の
は
厨
房
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
と
い
う
意
味
が
、

日
本
で
一
人
歩
き
し
て
、
料
理
は

女
性
が
す
る
も
の
と
い
う
考
え
が

生
ま
れ
た
よ
う
で
す（
諸
説
あ
り
）。

　
し
か
し
今
の
時
代
、
男
性
が
料

理
を
す
る
こ
と
は
ご
く
自
然
で

す
。
市
で
は
、
男
性
だ
け
の
料
理

教
室
を
年
間
５
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
料
理
だ
け
で
は
な
く
、
毎
回

役
立
つ
健
康
情
報
も
併
せ
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

「
パ
パ
に
任
せ
て
晩
御
飯
」

警察署
だより

問い合わせ先
串間警察署
☎ 72ー0110

医療介護課健康増進係☎72ー0333（内線516）問い合わせ先

健康通信じゃがじゃが
　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登
録
と
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
都
合
の
良
い
場
所
や
時
間
に
合
わ

せ
て
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
病
院
に
か
か

っ
て
い
た
り
、
妊
娠
し
て
い
る
場
合
の
注
射

は
避
け
、
後
日
の
体
調
が
良
い
と
き
に
、
動

物
病
院
で
接
種
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

犬
の
登
録
申
請
を
し
な
い
、
ま
た
は
犬
に

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
い
、
な
ど
の
場
合

は
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
（
狂
犬
病
予
防
法
第
27
条
）。

●�

料
金

○�

登
録
す
る
と
き
＝
３
，
０
０
０
円�

（
１
頭
の
料
金
で
一
生
に
一
度
の
登
録
料
）

○�

注
射
を
す
る
と
き
＝
３
，
０
０
０
円�

（
１
頭
で
、
年
１
回
の
注
射
料
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
生
活
環

境
係
☎
内
線
２
５
３

　

65
歳
以
上
の
方
は
１
年
に
一
度
、
結
核
検

診
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方

に
は
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
が
送
ら
れ
て
き

た
方
で
す
で
に
受
診
さ
れ
た
方
や
施
設
入
所

中
な
ど
と
い
っ
た
理
由
で
、
市
の
検
診
を
受

診
さ
れ
な
い
方
は
お
手
数
で
す
が
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療
介
護
課
健
康
増
進

係
☎
72

－

０
３
３
３（
内
線
５
１
６
）

平
成
28
年
度
第
２
回
目 

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防 

注
射
日
程
の
お
知
ら
せ

結
核
検
診（
２
次
） 

日
程
の
お
知
ら
せ

日　程

日　付 時　　　間 会場（会場の場所）

９月12日
（月）

9：00～ 9：20 揚原公民館（揚原）

9：35～ 9：50 串間市役所  大束支所
（上新町）

10：10～10：30 上町公民館（上町）

10：40～10：55 串間市市民総合体育館下
駐車場（西小路）

11：10～11：30 今町公民館（東今町）

13：30～13：45 市木公民館（中福良）

14：35～14：50 都井基幹集落センター
駐車場（迫）

15：05～15：20 串間市役所  本城支所（上平）

９月13日
（火）

9：00～ 9：15 有明児童公園（有明２区）

9：30～ 9：50 寺里  坂元石油店うら（寺里）

10：00～10：20 泉町市民駐車場（泉町）

10：35～10：50 農村環境改善センター
（屋治）

平成28年度　結核検診（2次）日程表
日　　付 時　　間 会　　　　場

９月１日（木）

9：40 ～ 9：50 石波公民館
10：10 ～ 10：20 市木公民館
11：00 ～ 11：10 倉掛公民館
11：30 ～ 11：40 農村環境改善センター
13：30 ～ 13：40 セブンイレブン（上町店）
14：00 ～ 14：10 アクティブセンター
14：30 ～ 14：40 串間市役所（正面玄関前駐車場）

９月６日（火）

9：30 ～ 9：40 金谷公民館
10：00 ～ 10：10 塩屋原公民館
10：30 ～ 10：40 商工会議所
11：20 ～ 11：30 本城支所
13：30 ～ 13：40 いこいの里
14：10 ～ 14：20 都井基幹集落センター
14：50 ～ 15：00 立宇津漁港

９月８日（木）

9：30 ～ 9：40 旧JA大束大平支所
10：00 ～ 10：10 スーパーけんちゃん
10：30 ～ 10：40 一氏公民館
11：00 ～ 11：10 大束公民館
13：30 ～ 13：40 ミネサキ串間店
14：00 ～ 14：10 スーパーよしだ
14：30 ～ 14：40 串間市総合保健福祉センター

受診者数や交通状況により、時間に遅れが出る場合がありますがご了承ください。
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市 　 税
皆さんが納められる税

　　　　　　　　　　　　　　 1,569,468

　　　　　　　　　　　　　　　1,640,494

地 方 交 付 税
国から市に援助されるお金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,000,291

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,134,363

国 庫 支 出 金
国が市に支払う負担金や補助金など

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　1,981,883

　　　　　　　　　　　　　　　　1,691,034

県 支 出 金
県が市に支払う負担金や補助金など

　　　　　　　　　 997,696

　　　　　　　 786,049

繰 入 金
基金（貯金）を取り崩して入るお金

 35,421

  34,208

諸 収 入
預金利子や雑入など特定の科目に入らないもの

　　 243,365

　　179,275

市 　 債
市が資金調達のために借り入れたもの

　　　　　　　　　　　 1,202,819

　　　　357,219

そ の 他
地方消費税交付金や財産収入、手数料など

　　　　　　　　　　  1,167,500

　　　　　　　　　　 1,132,283

総 務 費
役所の庁舎や支所の維持管理、事務、交通安全対策、国際交流などに使います

　　　　　　　　　　　　　　　　　   1,914,241

　　　　　　　　　　　　　  1,465,188

民 生 費
高齢者や障がい者、児童福祉などの福祉の増進に使います

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4,306,485

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4,063,361

農林水産業費
農林水産業の振興に使います

　　　　　　  715,122

　　　　  499,297

土 木 費
道路や住宅などの建設や、維持管理に使います

　　　　　　　　　   1,040,695

　　　　　　　　  916,697

教 育 費
学校教育、社会教育に使います

　　　　　　　　　　  1,144,855

　　　　　　　　　 986,378

災 害 復 旧 費
大雨や台風などで被害を受けた市道等の復旧に使います

　68,124

　59,442

公 債 費
市の借入金の元金や利息の償還に使います

　　　　　　　　　 1,025,694

　　　　　　　　　 1,024,694

そ の 他
議会費、商工費などが含まれます

　　　　　　　　　   　　　　　　　　 1,983,227

　　　　　　　　　   　　　　　 1,636,138

　市民の皆さんが支えている「市の財政」の状況をより深く
理解していただくため、市では財政事情を年に２回お知らせ
しています。
　今回のお知らせでは、平成27年度下半期（平成27年10月
１日から平成28年３月31日）の財政事情について説明します。

串間市の財政事情を
お知らせします。

◎平成 27 年度公営企業会計予算執行状況
会　　計　　別

収　　　　入 支　　　　出
予 算 額（ 円 ） 決算額（ 円 ） 収入率 予 算 額（ 円 ） 決算額（ 円 ） 執行率

水 道 事 業
収益的(税込) 417,890,000 426,877,801 102.2% 387,362,000 370,054,608 95.5%
資本的(税込) 38,147,000 35,988,000 94.3% 325,301,000 305,171,992 93.8%

病 院 事 業
収益的(税込） 1,855,485,000 1,559,006,778 84.0% 1,855,485,000 1,794,507,204 96.7%
資本的(税込) 192,384,000 169,150,000 87.9% 339,666,000 316,173,244 93.1%

串間市の概況
人口 19,470人　世帯数 9,232世帯

※どちらも平成28年４月１日現在の住民基本台帳より

収入率（%）

１人当たり
予算額執行率（%）単位：千円

単位：千円

予算額：121億 9,844 万 3 千円　収入済額：109 億 5,492 万 5 千円　収入率：89.8％歳 入

予算額：121億 9,844 万 3 千円　支出済額：106 億 5,119 万 5 千円　執行率：87.3％歳 出

水道事業会計決算の概要
　平成27年度末における給水人口は、行政区域内人口19,470人に対し、14,268人となり前年度より219人減少し、給水戸
数は6,581戸で前年度より12戸増加しました。年間総配水量は1,948,333㎥で前年度より58,999㎥（2.94％）減少し、年間
総有収水量は、給水人口の減少により1,592,959㎥となり、前年度より34,622㎥（2.13％）減少しました。有収率は81.76％
で前年度より0.68ポイント上回る結果となりました。
　収益的収支は、収入額400,278,864円（消費税抜き）、支出額は345,641,016円（消費税抜き）で54,637,848円の純利
益が生じました。
　資本的収支は、収入額35,988,000円（消費税込み）に対し、支出額305,171,992円（消費税込み）で、資本的収支におい
て資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額269,183,992円につきましては、当年度消費税および地方消費税資本
的収支調整額11,862,378円、過年度分損益勘定留保資金257,321,614円で補てんしました。
　平成27年度の主な事業内容として、単独事業としまして、老朽管更新、道路改良に伴い、中千野地区配水管布設替工事の
ほか11件の工事を行いました。

串間市民病院事業会計決算の概要
　病院事業収益は、1,553,975,440円（消費税抜き）で、前年度に比べて233,297,878円（13.05％）の減となりました。内
訳としましては、医業収益が229,435,559円（15.01％）の減、医業外収益が14,784,867円（6.15％）の増、特別利益が
18,647,206円（皆減）の減であります。病院事業費用は、1,822,820,294円（消費税抜き）で、前年度に比べ48,894,155円
（2.61％）の減となりました。内訳は、医業費用が9,488,224円（0.55％）の減、医業外費用が122,096円（0.1％）の増、特
別損失が39,528,027円（皆減）の減であります。その結果、当年度は268,844,854円の純損失の赤字決算となりました。
　次に、資本的収入につきましては、169,150,000円（消費税込み）で、前年度に比べ71,032,000円（72.39％）の増と
なっております。内訳は、企業債が50,000,000円（166.67％）の増、他会計補助金が17,997,000円（26.42％）の増、繰
入金が3,035,000円（皆増）の増となっております。一方、資本的支出は316,173,244円（消費税込み）で、前年度に比べ
74,153,964円（30.64％）の増となっていますが、内訳は建設改良費において74,919,540円（84.10%）の増、企業債償還金
6,393,609円（4.03％）の減であります。なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額147,023,244円は、当年度分消
費税および地方消費税資本的収支調整額561,060円および過年度分損益勘定留保資金146,462,184円で補てんしました。

◎平成 27 年度一般会計および特別会計の状況
　�　特別会計とは、市が特定の事業を行う場合において、一般の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合に、
特別に設置する会計のことです。略称として、特会（とっかい）と呼ばれています。

区　　分 予算額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）
一  般  会  計 12,198,443 10,954,925 89.8 10,651,195 87.3

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 3,912,426 3,411,277 87.2 3,566,975 91.2

後 期 高 齢 者 医 療 629,959 629,290 99.9 625,799 99.3

簡  易  水  道 300,218 297,616 99.1 276,926 92.2

農 業 集 落 排 水 38,076 37,103 97.4 34,203 89.8

公 共 下 水 道 129,351 110,812 85.7 121,925 94.3

漁 業 集 落 排 水 2,023 2,015 99.6 1,730 85.5

物 品 97,228 97,226 100.0 90,649 93.2

介 護 保 険（ 事 業 勘 定 ） 2,589,314 2,525,188 97.5 2,298,094 88.8

市 木 診 療 所 78,981 70,740 89.6 51,771 65.5

計 19,976,019 18,136,192 90.8 17,719,267 88.7
◎平成 27 年度一般会計予算執行状況

：予算額
：収入済額

：予算額
：支出済額

104.5

102.7

85.3

78.8

96.6

73.7

29.7

97.0

76.5

94.4

69.8

88.1

86.2

87.3

99.9

82.5

98,317 円

221,186 円

36,729 円

53,451 円

58,801 円

3,499 円

52,681 円

101,861 円
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区　　分 住 民 基 本 台 帳 人 口
（ 年 度 末 ） 歳 出 額 　 Ａ 実 質 収 支 人 件 費 　 Ｂ 人 件 費 率

（ Ｂ ／ Ａ ）
（ 参 考 ）

25年度の人件費率

26年度 (27.１.１現在）
20,060人 11,699,072千円 318,038千円 2,274,211千円 19.4％ 19.2％

⑴　人件費の状況�（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含む。

区　　分 職 員 数   A
（Ｈ28. 4. 1 ）

給 与 費 一人当たり給与費
（B/A）給      料 職  員  手  当 期末・勤勉手当 計    B

28年度 250人 908,840千円 175,981千円 336,901千円 1,421,722千円 5,687千円

⑵　職員給与等の状況�（普通会計予算）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額であり、共済費は除いたものです。

区　　分
一    般    行    政    職

平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月 額 平 均 年 齢

串間市 302,500円 344,219円 39.2歳

⑶　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成 28年 4月 1日現在）

⑷　職員の初任給の状況��（平成28年4月1日現在） ⑸　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成28年4月1日現在）

区　　分
串　間　市

決定初任給 採用２年経過日給料額

一般行政職
大学卒 176,700円 190,200円

高校卒 144,600円 154,300円

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 250,800円 287,000円 339,900円

高校卒 211,100円 250,800円 287,000円

（注）  経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の
年数をいうものである。

区　　分 合　　計 一般行政職

27年度
職員数（A） 195人 195人
普通昇給期間(12〜24月)を短縮して昇給した職員数（B） 0人 0人
比率（B）/（A） 0% 0%

26年度
職員数（A） 178人 178人
普通昇給期間(12〜24月)を短縮して昇給した職員数（B） 0人 0人
比率（B）/（A） 0% 0%

⑺　�昇給期間短縮の状況

区　　　分 数量および金額
土　　　　　地 3,685,918.39㎡
建　　　　　物 151,171.40㎡
山　　　　　林 931.50ha
有　価　証　券 1,915 千円
出資による権利 57,344 千円
債　　　　　権 121,882 千円
物　　　　　権 50,985 千円
基　　　　　金 4,109,405 千円

◎ 市有財産の現在高
区　　　分 予 算 額（千円） 一人当たり予算額（円）

市民税（個人） 500,554 25,709

市民税（法人） 75,690 3,887

固 定 資 産 税 816,787 41,951

軽 自 動 車 税 61,755 3,172

市 た ば こ 税 114,679 5,890

合 計 1,569,465 80,609

◎ 市民負担の状況

◎ 市債の現在高
会　計　区　分 借入残高（千円） 構成比（％）

一 般 会 計 9,493,790 85.7
簡 易 水 道 特 別 会 計 537,031 4.9
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 193,220 1.7
公 共 下 水 道 特 別 会 計 843,603 7.6
漁 業 集 落 排 水 特 別 会 計 11,286 0.1
市 木 診 療 所 特 別 会 計 0 0.0

合　　　　　計 11,078,930 100.0

定期健康診断 433 人
事業費総額　　4,408,808 円

１　福利厚生事業の概要
　串間市では、地方公務員法第42条に基づき、職員の保健、元気回復その他厚生に関する福利厚生事業を実施しています。

【健康診断の実施状況】（平成27年度）

２　その他の福利厚生事業の概要
【串間市役所職員互助会】（平成28年４月１日現在会員数 336 人）

　会員の福利厚生に関する事業を実施、相互扶助および親睦を図ることを目的としており、会員の掛金および市からの補助金で運営
しています。

①主な事業
　人間ドック助成、親睦事業、体育および文化部活動助成、慶弔給付事業（主な内容は結婚祝金10千円、出生祝金35千円、入学祝金
10千円、入院見舞金10千円、死亡弔慰金10千円など）

福利厚生事業の状況を公表します

串間市職員給与等の公表

③給付事業の内容
事　業　内　容 平成27年度給付実績 左記の給付事業のうち

市からの補助金額
人間ドック助成（１泊２日） 23件 230,000円 190,000円
人間ドック助成（日帰り） 135件 1,215,000円 798,000円
人間ドック助成（脳ドック） 2件 12,000円 12,000円
体育部および文化部活動助成 894,867円 0円
親睦事業 979,886円 0円
慶弔費等 106件 1,525,000円 0円

合　　計 4,856,753円 1,000,000円

②会費および市からの補助金
年度 平成27年度

（決算）
平成28年度
（予算）

会費 6,373千円 6,401千円
市補助金 1,000千円 1,000千円

公費補助率 15.69% 15.62%
１人当たり
公費負担額 2,976円 2,898円

　市からの補助金は全額、人間ドック
助成に充てられています。

⑹　一般行政職の級別職員数の状況

（注）１   串間市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２   標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

区　　分 1 級 ２級 ３級 4 級 5 級 6 級 ７級 計

標準的な
職務内容

定型的な業務を
行う主事、技師
その他規則で
定める職務

相当の知識または
経験を必要とする業務を
行う主事、技師その他

規則で定める職務

主任主事、
主任技師

その他規則で
定める職務

係長、主査
その他規則で
定める職務

課長補佐、
主幹その他

規則で定める
職務

課長その他
規則で定める

職務
部長の職務

職員数 12人 35人 49人 50人 31人 17人 １人 195人

構成比 6.2% 18.0% 25.1% 25.6% 15.9% 8.7% 0.5% 100.0%

参
　
考

１年前の
構成比 11.3% 12.8% 25.1% 27.2% 14.4% 8.7% 0.5% 100.0%

２年前の
構成比 8.9% 11.1% 25.8% 30.5% 15.3% 8.4% 100.0%
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区分
部門

職     員     数 対前年度増減数 主な増減理由平成28年 平成27年

一
般
行
政
部
門

議　会 5 5
総　務 65 67 -2 業務内容の見直し
税　務 15 15
農　水 27 27
商　工 9 8 1 業務内容の見直し
土　木 14 16 -2 その他
民　生 37 35 2 業務内容の見直し
衛　生 11 11
小　計 183 184 -1 

特
別
行
政

教　育 19 20 -1 指定管理委託のため
消　防 34 34
小　計 53 54 -1 

公
営
企
業

等

病　院 94 97 -3 医師等の不補充
水　道 7 7
その他 29 27 2 業務内容の見直し
小　計 130 131 -1 

合　　　計 366 369 -3 

区　　分 串　　間　　市 国

期末手当

勤勉手当

退職手当

⑻　職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

特殊勤務
手　　当

（26 年度）

区　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 14.23%
支給職員1人当たり平均支給年額 80,606円
手当の種類(手当数) 10

代表的な
手 当 の
名　　称

支給額の多い手当 消防業務（夜間特殊業務・救急業務）
放射線業務・薬剤業務・検査業務

多くの職員に支給
されている手当 消防業務

（注）割合・支払年額については、普通会計分で企業会計分は除いたものです。

時 間 外
勤務手当

27年度
支給総額 37,193千円
職員1人当たり
支給年額 155千円

26年度
支給総額 51,481千円
職員1人当たり
支給年額 213千円

（注）支給総額、職員１人当たり支給年額は普通会計のみの数値です。

区　　分 内          容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当
・配　偶　者　13,000円
・配偶者以外　6,500円
・職員が扶養親族でない配偶者を有する場合の一人目の扶養親族
　11,000円

同

住居手当

・ 月額23,000円以下の家賃を支払っている職員は家賃の月額から
12,000円を控除した額

・ 月額23,000円を超える家賃を支払っている職員は家賃の月額
から23,000円を控除した額の1/2（その控除した額の1/2が
16,000円を超えるときは16,000円）に11,000円を加算した額

同

通勤手当

　　2Km未満
2Km　～　　5Km未満
5Km　～　10Km未満

10Km　～　15Km未満
15Km　～　20Km未満
20Km　～　25Km未満
25Km　～　30Km未満
30Km　～　35Km未満
35Km　～　40Km未満
40Km　～　45Km未満
45Km　～　50Km未満
50Km　～　55Km未満
55Km　～　60Km未満
60Km以上………………

………………………………………… 0円
……………………………………2,000円
……………………………………4,200円
……………………………………7,100円
…………………………………10,000円
………………………………… 12,900円
………………………………… 15,800円
………………………………… 18,700円
………………………………… 21,600円
………………………………… 24,400円
………………………………… 26,200円
………………………………… 28,000円
………………………………… 29,800円
………………………………… 31,600円

同

区　　分 給 料 月 額 等

給
　
料

市　　長
副 市 長
教 育 長

741,000円
594,000円
520,000円

報
　
酬

議　　長
副 議 長
議　　員

365,000円
322,000円
310,000円

期
末
手
当

市　　長
副 市 長
教 育 長

（H27年度支給割合）
  6月期     1.475月分
12月期     1.675月分

　　計     3.150月分

議　　長
副 議 長
議　　員

（H27年度支給割合）
  6月期     1.475月分
12月期     1.675月分

　　計     3.150月分

⑼　特別職の報酬等の状況 (平成27年4月1日現在）
市　長 副市長 教育長 議　長 副議長 議　員

宮崎市 1,053,000 840,000 713,000 696,000 625,000 583,000

都城市 940,000
総括担当 755,000

675,000 500,000 420,000 400,000
事業担当 675,000

延岡市 955,000 770,000 680,000 516,000 471,000 435,000

日南市 783,000 638,000 545,000 378,000 325,000 311,000

小林市 788,000 629,000 567,000 369,000 326,000 313,000

日向市 865,000 692,000 618,000 433,000 379,000 358,000

西都市 672,000 603,000 546,300 424,000 361,000 349,000

えびの市 772,000 616,000 557,000 357,000 315,000 304,000

串間市 741,000 594,000 520,000 365,000 322,000 310,000

参考��県内８市の特別職報酬等の状況（平成27年 4月 1日現在）

⑽　�部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）

⑾　�定員適正化計画の数値目標および進捗状況
①定員適正化目標
　�　平成 19年に 394 名であった職員数は平成 28年 4月 1日現在、366 名となっております。
　　今後も適正な定員管理に努めます。
②定員適正化手法の概要
　　事務事業のスクラップ・アンド・ビルドの徹底、組織の合理化、業務等の民間委託などに努めます。

⑿　職員の人事評価の状況
　平成 27年度は、能力評価と業績評価で構成された人事評価を行いました。
　職員が職務を通じて発揮した能力や業績を的確に把握し評価することで、能力開発やモチベーションの向上につなげ、
もてる力を最大限に引き出すなど、人材育成に活用しています。

⒀　職員の休業に関する状況
　育児休業等の取得状況

休業の種類
休業者の内訳

育児休業 部分休業
うち新規 うち新規

取得者の合計 11人 3人 0人 0人
うち女性 11人 3人 0人 0人
うち男性 0人 0人 0人 0人

　※ 部分休業とは、職員が任命権者の承認を受けて、その３歳に満たない子を養育するため１日の勤務時間の一部（２時間を限度）について勤務しない制度で、休業した期間
の給与は育児休業同様減額されます。

（注）職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

（単位：円）

平成27年度支給割合
期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.750月分
12月期 1.375月分 0.850月分

計 2.600月分 1.600月分

平成27年度支給割合
期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.750月分
12月期 1.375月分 0.850月分

計 2.600月分 1.600月分

（支給率）
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

（支給率）
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置（定年前早期退職者特例措置）
退職時特別昇給 ２％～20％加算 

その他の加算措置（定年前早期退職者特例措置）
退職時特別昇給 ３％～45％加算

職制上の階級、職務の階級による加算措置
４～５級 ６～７級

本俸×７％ 本俸×10％

職制上の階級、職務の階級による加算措置
３級 ４～５級 ６～７級 ８級

本俸×５％ 本俸×10％ 本俸×15％ 本俸×20％

１人当たり
平均支給額

自己都合 勧奨・定年
795千円 20,605千円
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◎職員の任免および職員数に関する状況報告書
　串間市の人事行政運営における公正性および透明性の確保を図るため「串間市人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」が平成17年 4月 1日に施行されました。市民の方々に広く公表し、よりよい人事行政運営を目指していきます。

⑴　職員の採用の状況（平成 27年度） （単位：人）

区　分
試験の種類

合計
上級試験 中級試験 初級試験 社会人

経験者試験 選考試験

一般事務 6 5 2 13
土木技師 2 2
農業技師 1 1
保 健 師 2 2
消 防 士 1 1
臨床工学技士 1 1
管理栄養士 1 1
助 産 師 1 1
看 護 師 2 2
合 計 11 2 7 2 2 24

⑶　①退職の状況（平成 27年度） （単位：人）

区　分 定年退職 定 年 前
希望退職

そ　の　他
合　計

普通退職 分限免職 懲戒免職 死亡退職
一 般 行 政 職 5 2 7
医 療 職 3 3
消 防 職 1 1
企 業 職 1 7 8
合 計 7 0 12 0 0 0 19

⑵　採用試験の実施状況（平成 27年度）

区　　分 受験者数 第１次試験
合格者数

最終
合格者数

競争倍率
（倍）

一般事務（上級） 59 8 3 19.7 
一般事務（初級） 35 7 3 11.7 
消防士 19 6 3 6.3 
社会福祉士 4 - 3 1.3 
理学療法士 3 - 1 3.0 
土木技師 6 4 3 2.0 
管理栄養士 3 1 1 3.0 
看護師 4 3 3 1.3 
助産師 2 - 2 1.0 

合　　計 135 29 22 6.1 

⑷　勤務時間の状況（平成 27年度）
１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
始業 終業 休憩時間

38時間
45分 8:30 17:15 12:00～13:00

⑸　懲戒処分の状況（平成 27年度） （単位：件）

処分の事由 地方公務員法 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 第29条
第1項第1号 0

職務上の義務に違反し
または職務を怠った場合

第29条
第1項第2号 0

全体の奉仕者たるに
ふさわしくない非行のあった場合

第29条
第１項第３号 1 1

⑹　�勤務条件に関する措置要求および不利益処分に関する
　　不服申立ての状況報告書（平成 27年度） （単位：件）

区　分 前年度現在
未処理件数

措置要求・
不服申立て件数

処理済
件数 処理中 未処理

件数

措 置 要 求 0 0 0 0 0

不服申立て 0 0 0 0 0

⑺　職員の研修に関する状況（平成 27年度）
区　分 件　数 参加者数

一 般 研 修 102 1,376

特 別 研 修 27 40

合 計 129 1,416
※一般研修… 階層別研修、市民協働研修、メンタルヘルス研修ほか
※特別研修… 市町村職員研修センター、市町村アカデミー、国際

文化アカデミーほか

⑻　�職員の福祉および利益の保護
に関する事項（平成 27年度）

健康診断の種類 受診者数

定 期 健 康 診 断 433
※ 定期健康診断は、嘱託職員および臨時職員を含む。
※ 労働安全衛生法により複数回健診を受けている

ものを含む。

⑼　公務災害補償の認定状況
　　（平成27年度）

区　　　　分 認定件数

公 務 災 害 3
通 勤 災 害 0

⑽　勤務条件に関する措置の要求の状況
　　（平成 27年度）

継続件数 措置要求件数

0 0
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※第１次試験合格者数が「－」の区分は、選考試験等のみの職種である。

②退職管理の状況（離職時の職が課長級以上の職員）

　平成 27年度退職者のうち、２名が離職時に課長級の職員でした。
　うち１名を再任用職員として串間市役所にて採用しております。


